
１１月１７日（金）湯浅小学校の４年生が、鉄道について学びました。

湯浅駅から特急くろしおに乗り、和歌山駅で下車。和歌山駅では駅の見学に始まり、車両点検

の見学(WEB配信)、構内放送の仕方、きっぷ発券の仕組み・踏切についての学

習、車掌体験、運転士のお仕事紹介など、様々な体験や見学をさせていただき、

JRの駅員さんから多くのことを教えていただきました。

電車に乗車する機会が少なくなっている中、このような体験学習を通して、電

車や鉄道会社の仕事などに興味や関心が出てくるといいですね。
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“ヤングケアラー”とは

ちょっと
　ちょっと
よし子さん!

お義母さん
どうしたんです?

でも私の子供の頃なんて
みんなそうだったわよ!

でも今どき、そんな子供って
いるのかしらね?

国の実態調査では、 
小・中・高生で17人に
1人が“ヤングケアラー”
だというデータが出てる 
んだって!

ところが結構
いるらしいのよ！

それに家族だからお手伝い
 するのあたり前だと
  思うけど…。

○○ちゃん、学校が
終わったら××へ

行かない?

そのことで学校生活に
影響が出たり、

重い負荷がかかったり
すると…。

う～ん！行きたいけど
弟を保育所にむかえに

行かなければ…。

夕食の
支度も
あるし
…。

なるほど！

ということです。 
お義母さん！

もちろん
お手伝いはいいこと
なんだけど…。

そんな時代もあった
ようですよね!

ヘェ～
そうなの！

新聞に“ヤングケアラー”って載ってる
んだけど、“ヤングケアラー”って
　なに?

本来大人がするような家族の
世話や家事などを、日常的に

行っている子供のことを
“ヤングケアラー”って

いうのよ。

さぁ～、子供たちも学校へ行ったし
洗濯物でも干して…。

家族に代わり、幼いきょうだい
の世話をしている…。

家族に代わり、病気の家族
の看病をしている…。

家族の代わりに家事をしている
…。

子供たちが、家族の世話や家事などをすることが悪いの
ではなく、過度な負担となって勉強に支障をきたしたり、
子供らしい生活を送れなかったりすることが課題です。

私たちみんなで早期に発見して
子供たちに支援が届くように

見守りましょう!

“ヤングケアラー”
っていうのはね!

早く早く！
学校に
おくれて
しまうよ！

たとえば…。

う～ん。
そうだよね！

エ～！！
そんなに?!



１１月１２日（日）山田小学校の文化の日に、創立１５０周年の記念式典が行われました。

中学年の児童からは山田小学校の校歌についての動画、また高学年の児童たちは１５０年の歴史

を振り返る学習発表がありました。その後は合奏や合唱、そして地元の三ツ橋忠男氏の講演などが

あり、保護者や地域の方々が参加されました。

全校児童の合唱。



この情報誌が皆様のお手元に届く頃は、新しい年をお迎えのことと思いま

す。ずいぶん昔のことだったと思いますが、外国の方からのお話で、日本に

は「ボウネンカイ」というすばらしい会があると褒め称えてくれたそうです。そ

の方は「望年会」で、希望にあふれた年を迎える会と思ったのだと。

ところが、「忘年会」だと知って少しがっかりしたそうです。どちらにしても、あ

まり思い出したくないことは忘れて、新しい希望に満ちた一年を過ごせるような

会にしたいですよね。


